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今から２５年前、地域にお住いの障害児者とご家族を支えるため山梨市下栗原に「ファミリーサポート

ハロハロ」が誕生しました。それから平成２０年に「ハロハロ二番館」と名称が変わり、場所も現在の山梨

市東後屋敷に移転しました。法人の居宅支援部門であり、地域で幅広く支援を展開してきたハロハロ二

番館の活動をご紹介します。 

ハロハロ二番館と地域生活 

管理者 齊藤 実                 

 

 

 

ハロハロ二番館では居宅介護、行動援護、重度訪問介護、同行援護、短期入所、日中一時、

移動支援、短期入所という８つの事業を提供しています。ハロハロ二番館が開設されたのは

平成１３年でした、当時は制度も整備されていませんでしたが、徐々に法整備も進み、色々

なサービスが提供できるようになり、いま二番館では８つの事業を提供しています。 

二番館で提供する事業は、生活介護や施設入所、就労 A・B といった事業などとは違い、

生活の中であまり柱になるサービスではありませんが必要なサービスです、サービスの利用

では事業所が利用する時間を決める事はありません、利用者が必要とする時間に事業所が合

わせるのです、あくまでも利用者と利用者の生活が主体です。二番館は生活するうえで必要

な事だけではなく、余暇も含めてお手伝いしています。その内容も様々です。通院・市役所

での届け出・買い物、健康維持のための運動・リハビリ・趣味の活動など、そりゃ生活して

いればいろんなことが起こります。必要な時に必要なサービスを提供し、在宅での生活を続

けていけるようにお手伝いをしています。当法人の法人理念の最後には「我々の使命は特別

なニーズに応えるという事である」とあります、二番館の開設当時は不文律だったものが明

文化されたと思っています。今後も二番館は求められるニーズに可能な限り応えて、地域で

生活することをお手伝いしてゆきます。 
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ハロハロ二番館 

所在地：山梨市東後屋敷５６６－５ 

スタッフ募集に興味のある方は 

０５５３－３４－９２００（人事 佐野まで） 

ハロハロ二番館は日々さまざまなサポートをしています。病院受診、買い物やスポーツ観

戦などの外出、冠婚葬祭の付き添いなど幅広く支援をしており、ニーズに添った支援を心掛

けています。地域の皆さんに当事者さんのこと、当時者支援のことを知ってもらい、一緒に

助け合い、成長していくのが二番館です。 

今はキャンセル待ちが多く利用者さんにご迷惑をおかけしている状態です。職員、学生ア

ルバイトを随時募集しています。子供と元気いっぱいに遊んでくれる方、福祉に興味がある

方、ぜひ二番館に連絡をください（青山）。 

今回は二番館職員の一日の動きを紹介します。現在の二番館職員は１８名の職員が在籍

しています。一日の中で１３名～１４名の職員が、年齢問わず２５名～３５名の利用者さん

のニーズに沿った支援をしています。 

Ａ
職
員
の
一
日 

Ｂ
職
員
の
一
日 

Ｃ
職
員
の
一
日 

美術館の見学付き添い【移動支援】 

Ｄさん宅にて見守り 

【重度訪問介護、必要時は喀痰吸引】 

運動のため近隣の散歩支援 

【同行援護】 

Ｅさんの身支度支援【身体介護】 Ｆさんの外食支援【移動支援】 

外食【身体介護】 

通院中の手伝い【通院等介助】 

外食【身体介護】 

日用品の買い物支援【行動援護等】 

公園でサッカーなど運動 

【移動支援・日中一時等】 

公園で遊ぶ 

【移動支援・日中一時等】 
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理事長より 
三富福祉会理事長  

山西 孝 

福祉と政治について 

政治について公の場で話すと差しさわりがあるので避けた方が良いとされています。しかし

高市旋風が吹いて流れが一変したので書かずにはいられません。結論から言うと、ちょっと期

待しています。まあ、気軽に書いているので炎上しないように願います。 

自分が学生時代の昭和後半にはリベラルがかっこよくて保守は年寄りじみているイメージで

した。大学入試は安田講堂事件で東京大学が入学試験を行わなかった年でした。友達が全学連

の集会に誘ってくれたので参加したら安保反対の集会でした。多くの学生が日本に革命を起こ

すことを本気で考えていると思いました。 

そんな時代であったので、学生仲間で自民党を支持すると言ったら袋たたきにあうような時

代でした。ところが今回の衆議院選挙では若者が自民党の高市さんを推しているようです。こ

れが高市旋風らしいのです。何がそうさせたのでしょうか。 

関心を待たなければいけないのは、国の予算が障害福祉にどれだけ割かれるかです。厚労省

は支援費制度が始まった２００３年から比べたら膨大に増えていると言っています。過去１９

年（２００７年から）で４倍になった資料も示しています。しかし OECD のデーターによれ

ば、日本の障害福祉予算は加盟国中で低水準であることが分かります。以前に厚労省の障害福

祉課長にこの話をしたら、これ以上障害福祉予算を増やすには「国会議員を替えてくれ」と言

われました。 

まずは財務省の考えを変えさせないといけません。国債発行は国民の借金だという嘘をつい

ていたのは財務省です。積極財政によって障害者福祉予算を増やすべきです。日本の GDP を

増やす政策をとることが前提です。 

若者は気が付いたのかもしれません。日本のリベラル左翼は緊縮財政派であり親中国な人が

多いことを。新聞テレビ会社の幹部たちは私と同年代の学生運動を繰り広げていた人たちでリ

ベラル左翼の人が多いのではないでしょうか。NHK をはじめ朝日新聞、TBS の高市排除の報

道は目に余りました。以前ですと国民は報道をうのみにしていました。現在では SNS がテレ

ビ新聞では報道しない事実が拡散されるようになりました。SNS に嘘やデマ、誹謗中傷が多

いことは事実です。若者たちは百も承知です。 

障害者福祉には国にお金がないから出せないと言っていた財務省は噓を言っていたのかもし

れない。気が付いたら、給料の半分近い額が税金と健康保険料等に差し引かれるのは止めても

らいたいです。 

我が法人の理念は「その人らしく生きることを支援する」です。日本人の大多数が自分らし

く生きているのでしょうか。障害がある人は「その人らしく生きる」ことが困難な環境に生き

ています。環境を整えるにはお金が必要です。必要な人が必要なだけ福祉サービスが使える世

の中にしてください。当選した衆議院議員へのメッセージです。 
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「中核的人材」とは、強度行動障害の状態にある方の支援強化を図るため、チーム支援を行う上

で、適切なマネジメントを行い中心的な役割を果たす人材のことを言います。 

 

私は、支援の質を高め、職員一人ひとりが安心して働ける環境づくりに取り組んでいます。中核

的人材とは、現場と法人をつなぎ、支援・人材・仕組みを支える存在です。さらに、県や関係機関

と連携しながら、地域事業所の支援力向上にも貢献しています。 

令和 7年度は法人内の各事業所を訪問し、「支援の整理」、「職員への助言」、「環境や仕組みの見

直し」、「チームづくりの支援」などを行いました。また、私自身が「広域的人材集中的支援モデル

事業」や「強度行動障害支援者養成研修」に参画し、県事業で得た知見や最新の動向を日々の現場

支援に活かしています。研修・スーパーバイズ・OJT を通して、「教える」のではなく「一緒に考

え、育つ」ことを大切にしています。理論と実践を結びつけた、現場に根ざした人材の育成に向け

て努めたいと思っています。中核的人材が関わることで、支援の質の安定、職員の不安軽減、課題

の早期発見、県の方針の現場反映、地域からの信頼向上につながり、利用者さんの安心と満足度の

向上にも結びつくと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私が目指しているのは、相談できる、抱え込まない、成長を実感できる、安心して挑戦できる法

人づくりです。今後も県や関係機関と連携しながら、地域全体の支援力向上に取り組んでいきま

す。これからも、現場・法人・地域をつなぐ架け橋として、学び続け、支え続けていきたいと思い

ます。 

令和６年度に強度行動障害者支援の人材育成として国立のぞみの園にて「中核的人材養成研修」が行わ

れ、当法人から一名が受講・修了しています。今年度は中核人材者が法人の各事業所を訪問し、強度行動障害

者支援を適切なチーム支援で実施できるようサポートを行ってきました。 

安心して挑戦できるチームへ 標準的支援を土台に 

ハナモモ 平井健太郎  

事業所を訪問し、支援を

現場のチームで整えてい

けるようお話しています 

現場の支援者から直接利

用者さんのお話をうかが

い、法人全体の支援力 UP

を目指しています 

研修で理論的なお話をし

ながら、理論と実践を結

ぶための役割も担ってい

ます 
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1月 30日(金)に山梨市民会館にて、2025年度 虐待防止研修を行いました。 

『困っているのはご本人！あらためて自分たちの支援を振り返ろう！！』をテーマに、以前職員全員

で行ったセルフチェックシートの振り返りを行い、講義を通して自分たちの支援を考え直すことがで

きました。そして、私たち職員が利用者さんと過ごす時間の一部を切り取り、ロールプレイを取り入

れながら、グループで話し合いました。 

言葉で気持ちの表現をすることが難しい方のその時の心の声を、私たちはどこまで汲み取りながら

一緒に過ごせているのか、用者さんの想いや背景を考えて支援できているのか、考えることは絶えま

せんでした。 

私たち、三富福祉会の職員が目指す支援は、『その人らしく生きる事を支援する』こと。それにはま

ず、ご本人をよく知ること。知らないことで虐待に繋がってしまうこともある事も講義の中で学びま

した。この研修を受けたことで、虐 

待防止研修の必要性と自分自身の 

振り返りができました。学んだこと、 

考えたことがまた明日からのよりよ 

い支援に繋がればいいと感じます。 

(三科) 

第５金曜特別枠  法人全体研修を行いました！！ 

 

 

 

 2 月 13 日に強度行動障害支援者養成研修“フォローアップ研修”を行い、山梨大学准教授 松下 浩之

先生をお招きし“機能的アセスメント”についての講義・演習をして頂きました。この分野は私も以前から

興味関心が高く、自分なりに勉強をしてきました。応用行動分析学、人の行動の理由を考える時、結果から

アプローチして行動の持つ意味（機能）を見極めていく考え方になります。 

言葉にすると難しいですが、私達が生活を送る上で行っている行動、特に繰り返し続いている行動は、そ

の行動を行う事で自分にとってメリットが有る、若しくはその行動を行う事で自分にとってのデメリットが

無くなるから続いているのです。私が週 3 回“すき家”に通い続けているのは、美味しい牛丼が食べられ満

足度が高い事（メリット出現）、注文して 1 分以内に食事が出てくる事（メリット出現）、500 円でランチ

セット（牛丼＋味噌汁）が食べられ、無駄遣いが無くなる（デメリット消失）…。今後も私が“すき家に行

く”という行動は強化され続けると考えられます（更に現在は 50 円割引クーポンが貰え（メリット出現）

…少しくどいかな…(￣―￣)） 

意識的に応用していくと自分自身の行動を変えていく事が可能となります。やらなければならないのにど

うしても続かない事があるとしたら、その行動をした 60 秒以内に強化する事が有効！（即時強化！）つま

りその行動をした後に自分自身に何らかのご褒美を与える事を続けると、その行動を定着させる事が出来る

可能性が高まる事に繋がります（この方法で私は健康ダイエットに成功しました( ｀―´)ノ）。 

気が付いている方も多いと思いますが、私の仕事着はほぼ季節で決まっている。同じ店で同じ洋服を一定

数購入して着回しています。“出勤日の朝、着る服を考える”事は私にとってはデメリットでしかない為、こ

の行動は今後も続いていくはずです。しかし休日に“着る服を選ぶ”事は私にとってデメリットでは無く、

着る服を楽しんで選んでいます！！ 価値観は人それぞれ、それも時と場合によって大事にしている事も変

わります。私達の目の前にいる利用者さんにとって大事な事を諦めずに探求していきましょうね！ 行動に

は意味がある！！ 特に続いている行動には…  忍 
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相
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や
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療
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れ
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相
談
支
援
部
の
ト
ー
ク 

～
設
立
⓮
年
目 

相
談
支
援
部
の
み
ん
な
で
語
り
合
い
ま
し
た
～ 

いるとこホーム・しらかばホー

ムで行われたクリスマス会には、

夕食後、サンタクロースに扮した

職員が「メリークリスマス！」と

参上し、プレゼントをお渡しして

います。平時の夕食よりも賑やか

でイベント感のある時間となりま

した。 

それぞれのグループホームで年末年始に

イベントや外出を行いました！ 

ハナミズキホームでは年明けに個

別外出も含めそれぞれで初詣に行き

ました。市内の神社で今年一年の幸せ

を願い、気持ち新たに一年の始まりを

迎えています。 



２０２６年２月 

   

 

 

  ふくしのこころ（その１） 

福祉のしごとを志した方なら誰もが一度は耳にする「糸賀一雄氏」の「この子らを世の光に」 

というメッセージは人々に強烈なインパクトを与えるワードです。「この子らに・・・」という

弱者救済の思想ではなく「この子らを・・・」という当事者主体の社会をめざす、という崇高な 

理念は、当事者のみならず多くの関係者に希望と勇気を与えてくれました。 

 私は学生時代にどうしてもこの「糸賀イズム」を直接体感したくて（時すでに糸賀氏は他界さ

れておりましたが）滋賀県の「近江学園」を訪ね歩いたことがあります。その折に、糸賀一雄氏 

の同朋で糸賀イズムを引き継いだ「池田太郎氏」が創設された「信楽青年寮」も訪れて、ご高齢

ながらまだお元気でいらした「池田太郎」氏から糸賀一雄氏の人となりを直接伺うことができ 

ました。（これは私の人生の中で、まさに奇跡的な出来事でした） 

このときの経験は、その後の私の職業人生に大きな影響を与えた 

ことは間違いありません。私はあと少しで定年を迎えて第一線を 

退くことになりますが、後に続く皆様方に私が聴きかじった「糸賀 

イズム」をほんの少しでもお伝えしたくて、３回シリーズで糸賀イズ 

ムの伝承を投稿したいと思います。        （つづく） 

（信楽焼きのタヌキ）信楽青年寮のみなさんもタヌキの置き物を地元の方々と一緒に作っていました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人材開拓 project 

 

  管理部長（採用担当） 

佐野 毅 

記 

☆表紙作品紹介☆ 

編 集 

三富福祉会通信 Vol．26！！ 

法人全体で標準的支援の実践を目指し、今年度は何

度かの全体研修と、中核的人材による訪問研修を行っ

てきました。ご本人らしい生活の実現に向け、その方

を理解すること、そして生活環境を調整し安心できる

場を用意することが私たち支援者の使命となってい

ます。利用者さんと共に、笑顔溢れる毎日を過ごせる

よう学びも深めていきたいと思います。(吾妻) 

広報部委員：吾妻、青山、穐山、清水、中込、依田 

後 

後援会費について 

令和７年度も当法人の取り組みにご理解を頂

けるようでしたら後援会費と言う形でご貢献を

賜りたいと存じます。 

※後援会費の振り込み用紙を同封いたします。

皆様のご協力をどうぞよろしくお願い申し 

あげます。       （事務長 小田切） 

 

 

今年の干支は午年です。馬は「跳躍」「行動

力」の象徴とされています。皆さんと共にパワ

フルに意欲的な一年にしていきたいと思いま

す。これからも多くの方の目に留まる印象深い

作品を創っていきたいです（丸山）。 

職員募集 （正社員、パート） 

「生活支援員」、「介護ヘルパー」、「調理員」 

資格不問、経験不問、勤務時間応相談 

【お問い合わせ】」 

 ☎ ０５５３（３４）９２００（採用係） 


